
放送大学大阪学友・同窓会
公開講演会

天王寺ゆかりの
大阪弁研究者・

前田勇
について

前田勇（1908ー1972）は大阪学芸大学・大阪教育大学の元教授で、『江戸語
大辞典』『上方落語の歴史』『大阪弁の研究』等、大阪の言語と文化につい
ての多くの著書があるが、その人と学問について今日知る人は多くない。今
年、著書『大阪弁』が文庫化されたことを寿ぎ、前田勇が多くの時間を過ご
した大阪教育大学・天王寺キャンパスで彼の業績を掘り下げながら、その人
となりや戦前の知られざる詩人としての活動などについても紹介したい。

日 時：令和８年５月３０日（土）午後３時より
会 場：放送大学大阪学習センター・セミナー室（予定）
（大阪教育大学天王寺キャンパス中央館６階）
【どなたでもお聞きいただけます。
事前申込要。申込は右ＱＲコードから→】

講師：金水 敏（放送大学大阪学習センター・所⾧）

主催：放送大学大阪学友・同窓会
問合せ先：
oujosakadousoukai@gmail.com
会場アクセスについては左QRコード
←から



講師紹介：金水 敏

1956年生。放送大学大阪学習センター所長、大阪大学名誉教授、日本学

士院会員（2021年より）。文化功労者（2023年）。博士（文学）。大阪

女子大学講師、神戸大学助教授、大阪大学大学院文学研究科教授等を経

て現職。専門は日本語文法の歴史および役割語研究。主な著書・編書に

『日本語存在表現の歴史』（ひつじ書房、2006年。新村出賞受賞）、

『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』（岩波書店、2003／2023年）、

『コレモ日本語アルカ？ 異人のことばが生まれるとき』（岩波書店、

2015／2023年）、『〈役割語〉小辞典』（研究社、2015年）、『よくわ

かる日本語学』（ミネルヴァ書房、2024年）、『役割語とキャラクター—

ポピュラーカルチャーをより深く理解するために』（研究社、2025年）、

『大阪ことばの謎』（SBクリエイティブ、2025年）。

前田勇『大阪弁』
角川ソフィア文庫、
KADOKAWA、2026年刊
解説：金水 敏

金水敏『大阪ことばの謎』
SB新書、
SBクリエイティブ、2025年刊

関連図書


